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新しい世紀とともに,学校教育をめぐる状況にも大きな変革がみられます｡週5日制の実

施,新しい学習指導要領,個別の指導計画の作成など,新しい教育の流れの中で,子どもた

ちへの教育の在 り方が問われています｡

1981年の国際障害者年を契機として,社会の各分野において,ノーマライゼーションの理

念の実現のための取 り組みが進展しています｡｢完全参加と平等｣ という理念のもとに,障

害のある人々の社会参加が促進されています｡障害のある人の権利が守られ,障害のある人

が自立的に生活し,主体的に生きていくという考え方が広まっています｡

障害のある子どもたちが,現代の社会の思潮の中で,自立し,社会参加していきます｡社

会参加するための基盤である｢生きる力｣を培う学校教育は重要さを増します｡障害の重度 ･

重複化,多様化に適切に対応した個に応じた指導がもとめられます｡障害の状態は一人一人

異なります｡個々の実態を的確に把握し,実態に合わせた指導内容 ･方法等を工夫していく

必要があります｡そのために,教育課程の整備 ･改善を図る必要があります｡

障害のある子どもの教育は,少人数で,子どもと教師が身体的に近接 した距離で指導が進

められます｡教育環境としての教師の存在の重みが痛感されます｡教師の心とからだが固く,

子どもの内面に鈍感であったり,無関心であれば,子どもは内面の動きを自分の中に閉じ込

めたままにします｡教師が鋭敏で柔軟に,子どもの内面を受け止め,内面の表出を待つ姿勢

があれば,子どもの中に芽生えつつある関心や意欲が高まってくるでしょう｡ そして,それ

が表情,身ぶり,コミュニケーションなどとして表出されます｡教師はそれを受け止め,応

えるという相互反応的な関係が,子どもの主体的な行動を引き出し強化していきます｡

内面の表出がうまくできない子どもや主体的な行動をとることがむずかしい子どもも,教

師が精神的な余裕をもって,ゆっくりとした時間の中で指導すると,かすかな動きを見せ始

めます｡通常の教育活動はそのかすかな動きが始まる前に,次の活動に移ってしまいます｡

そのため,このような子どもは,活動することや表現することの楽しさを味わうこともなく,

ましてや達成感や成就感を体験することもなく,失敗や挫折体験を重ねていくことになりま

す｡内面の表出がうまくできない子どもや主体的に行動することがむずかしい子どもの教育

を考えるとき,とりわけ,子どもはそれぞれ一人一人のペースがあり,それに合わせた指導

を考えなければなりません｡ 一人一人の子どもが秘めている力を引き出し,｢生きる力｣を

育てるためには,一人一人の異なる成長 ･発達や行動のペースを見極めながら,ゆっくりと

育ちを支援していくための ｢ゆとり｣が大切です｡

｢生きる力｣を育むためには,｢ゆとり｣のある教育環境で,｢ゆとり｣のある教育活動を

展開しなければなりません｡そのためには,障害の有無にかかわらず,教育内容を厳選し,

基礎 ･基本の確実な定着を図り,個性を生かす教育を充実していく必要があります｡

本校では,今回の研究主題を ｢教育課程の再編成｣とし,アセスメント機能をもった内容

表試案を作成し,指導形態等の改善の手がかりを探ることにしました｡研究を通して,小学

部 ･中学部 ･高等部が一貫教育をめざして,教育課程を再編成するために,共通理解に至る

ための努力を重ねています｡その話し合いの過程が学校の活性化につながるのではないかと

期待しています｡

皆様の忌博のないご指導 ･ご助言 ･ご批判を頂き,今後の研究を深めていきたいと存 じま

す｡ご指導を賜 りますようお願い申し上げます｡
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